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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第12期
第３四半期
累計期間

第12期
第３四半期
会計期間

第11期

会計期間

自　平成20年
　　　6月1日
至　平成20年
　　2月28日

自　平成20年
　　　12月1日
至　平成21年
　　２月28日

自　平成19年
　　　6月1日
至　平成20年
　　 5月31日

売上高 (千円) 556,554 152,2031,101,124

経常損失（△） (千円) △105,522△29,306 △43,089

四半期(当期)
純損失（△）

(千円) △106,325△29,606 △60,423

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 185,012 185,012

発行済株式総数 (株) ― 6,195 6,195

純資産額 (千円) ― 227,587 333,912

総資産額 (千円) ― 962,9511,026,735

１株当たり純資産額 (円) ― 36,737.2553,900.38

１株当たり四半期
(当期)純損失（△）

(円) △17,163.13△4,779.16△10,679.31

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 23.6 32.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △17,028 ― 242,649

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △147,547 ― △370,715

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △82,332 ― 380,649

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 131,516 399,972

従業員数 (名) ― 43 39

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、第3四半期連結会計期間等に係る主要な経営指標等の

推移については記載しておりません。

　  ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

　　４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、新株予約権残高を有しておりますが、１株当たり

四半期（当期）純損失を計上しておりますので記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第3四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年2月28日現在

従業員数(名) 43

(注) １　従業員数は就業人員であり、使用人兼務役員は含まれておりますが、臨時雇用者数(パートタイマー、人材会社

からの派遣、季節工を含みます。)は含まれておりません。

２　臨時雇用者数は、従業員の100分の10未満であるため記載しておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業部門別の名称 生産高（千円）

完成工事高 148,072

合計 148,072

(注) １　上記の金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

完成工事高 150,609 110,320

合計 150,609 110,320

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 販売高(千円)

完成工事高 148,072

加盟店関連 4,130

　加盟金 ―

　材料等　 4,130

合計 152,203

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融市場の混乱に加え、急激な円高の進行や株

価下落等が企業収益や個人消費を圧迫し、景気悪化が強まる状況で推移しております。

このような経済・業界動向のもと、弊社はホームメイキャップ工法をコア技術とし、建築・リフォーム

業界への市場浸透活動を行い、販売チャネルである既存パートナー企業との協働した営業活動及び新規

のパートナーの開拓活動を引き続き推進致しました。また、かねてより進めて参りました技術開発につき

ましては、新施工方法「スケルトン剥落防災コーティング」の施工が実現し、今後の事業基盤の確立を図

ることが出来ました。

　更に、ＦＣや販売代理店募集の営業活動も積極的に行ってまいりました。

　一方、欧米の金融不安による政策金利の引き下げなどにより、更なる円高が進んだことで、通貨スワップ

取引は、引き続き影響を受けております。

　これらのことにより当第３四半期会計期間における売上高は152,203千円となり、営業損失は20,383千

円、経常損失は為替差損11,624千円等の計上により29,306千円、四半期純損失は29,606千円となりまし

た。

　

（２）財政状態の分析

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較し63,784千円の減少となり、

962,951千円となりました。

　この主な要因は、現金及び預金264,641千円の減少、投資不動産320,567千円の増加、出資金200,000千

円の減少等であります。

　この結果、流動資産は393,111千円、固定資産は569,840千円となりました。

（負債）

負債合計は、前事業年度末と比較し42,541千円の増加となり、735,364千円となりました。

　その主な要因は、前受金103,825千円の増加、デリバティブ債務87,510千円の増加、1年以内返済予定の

長期借入金34,924千円の減少、長期借入金47,407千円の減少等であります。

　この結果、流動負債は455,601千円、固定負債は279,762千円となりました。　

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末と比較し利益剰余金が106,325千円減少し、227,587千円となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期

間末と比較し112,678千円減少し、131,516千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要

因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は83,938千円となりました。これは、主に税引前四半期純損失29,306千

円、売上債権の減少額17,010千円、たな卸資産の減少額16,324千円等によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
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投資活動の結果、使用した資金は160,336千円となりました。これは、主に投資不動産の取得による支出

320,567千円、出資金返戻による収入200,000千円、保険積立金の増加による支出48,358千円等によるもの

であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は27,450千円となりました。これは、長期借入金の返済による支出

27,450千円によるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　当第３四半期会計期間の研究開発費の総額は4,787千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間における主要な設備は、320,567千円であり、不動産賃貸における投資不動産で

あります。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,980

計 20,980

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年4月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,195 6,195
福岡証券取引所
(Ｑ－Ｂｏａｒｄ

市場)

単元株制度を採用していない
為、単元株式数はありません。

計 6,195 6,195 ― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおり

であります。

　

平成16年５月29日臨時株主総会決議(第２回新株予約権)

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成21年２月28日)

新株予約権の数 30個(注)

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 30株(注)

新株予約権の行使時の払込金額 25,000円(注)

新株予約権の行使期間
平成16年５月30日から
平成26年５月28日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　25,000円
資本組入額　12,500円

新株予約権の行使の条件

権利付与時において当社の取締役、監査役もしくは従業
員の地位にある者が新株予約権の割当を受けた場合は、
権利行使時においても、当社の取締役、監査役もしくは従
業員の地位にあることを要す。ただし、当社の取締役もし
くは監査役を任期満了により退任した場合、定年退職そ
の他正当な理由のある場合にはこの限りではない。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注)　平成16年11月12日開催の取締役会決議に基づき、平成16年11月30日をもって１株を３株に分割いたしました。これ

により、新株予約権の数並びに新株予約権の目的となる株式の数、発行価格及び資本組入額が調整されておりま

す。
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平成17年8月30日定時株主総会決議(第4回新株予約権)

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成21年２月28日)

新株予約権の数 250個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 250株

新株予約権の行使時の払込金額 376,453円

新株予約権の行使期間
平成19年9月1日から
平成24年8月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　376,453円
資本組入額　188,226円

新株予約権の行使の条件

権利付与時において当社の取締役、監査役もしくは従
業員の地位にある者が新株予約権の割当を受けた場合
は、権利行使時においても、当社の取締役、監査役もし
くは従業員の地位にあることを要す。ただし、当社の取
締役もしくは監査役を任期満了により退任した場合、
定年退職その他正当な理由のある場合にはこの限りで
はない。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年２月28日 － 6,195 － 185,012 　－ 165,642
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(5) 【大株主の状況】
　

　　　当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

　

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成20年11月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】
平成20年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,195 6,195
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 6,195 ― ―

総株主の議決権 ― 6,195 ―

　

② 【自己株式等】

       該当事項はありません。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
　6月

　
　7月 8月 9月 10月

　
　11月

　
12月

　
1月

　
2月

最高(円) 145,000139,000120,00089,00072,00070,40045,00054,80053,500

最低(円) 126,000127,00093,00065,00070,00046,00029,30044,45052,000

(注)　最高・最低株価は、福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄ市場におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成20年12月1日か

ら平成21年２月28日まで)及び当第３四半期累計期間(平成20年６月1日から平成21年２月28日まで)に係る

四半期財務諸表について、三優監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第3四半期会計期間末
(平成21年2月28日)

前会計年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 164,121 428,763

受取手形 29,829 5,520

完成工事未収入金 82,723 74,546

売掛金 1,472 575

原材料 54,125 50,408

未成工事支出金 32,374 28,442

仕掛販売用不動産 21,873 －

その他 10,538 29,412

貸倒引当金 △3,948 △3,289

流動資産合計 393,111 614,379

固定資産

有形固定資産 ※1
 125,524

※1
 130,998

無形固定資産 1,366 96

投資その他の資産

投資不動産 320,567 －

その他 140,320 298,083

貸倒引当金 △17,938 △16,822

投資その他の資産合計 442,948 281,261

固定資産合計 569,840 412,356

資産合計 962,951 1,026,735

負債の部

流動負債

工事未払金 51,551 72,784

買掛金 28,441 9,376

1年内返済予定の長期借入金 74,864 109,789

未払法人税等 553 1,185

完成工事補償引当金 11,281 7,090

デリバティブ債務 124,221 36,711

前受金 130,878 27,052

その他 33,809 99,800

流動負債合計 455,601 363,790

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 176,759 224,167

その他 3,003 4,865

固定負債合計 279,762 329,032

負債合計 735,364 692,822
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（単位：千円）

当第3四半期会計期間末
(平成21年2月28日)

前会計年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 185,012 185,012

資本剰余金 165,642 165,642

利益剰余金 △123,066 △16,741

純資産合計 227,587 333,912

負債純資産合計 962,951 1,026,735
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(2)【四半期損益計算書】
 【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第3四半期累計期間
(自 平成20年 6月１日
　至 平成21年 2月28日)

売上高 556,554

売上原価 401,562

売上総利益 154,991

販売費及び一般管理費 ※１
 168,760

営業損失（△） △13,768

営業外収益

受取手数料 9,982

出資金運用益 10,000

不動産賃貸収入 6,710

その他 2,379

営業外収益合計 29,072

営業外費用

デリバティブ評価損 87,510

為替差損 25,604

支払利息 6,155

その他 1,555

営業外費用合計 120,826

経常損失（△） △105,522

特別利益

固定資産売却益 65

特別利益合計 65

税引前四半期純損失（△） △105,456

法人税、住民税及び事業税 868

法人税等調整額 －

法人税等合計 868

四半期純損失（△） △106,325

EDINET提出書類

株式会社エムビーエス(E00323)

四半期報告書

18/31



 【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第3四半期会計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年 2月28日)

売上高 152,203

売上原価 110,609

売上総利益 41,594

販売費及び一般管理費 ※１
 61,978

営業損失（△） △20,383

営業外収益

不動産賃貸収入 4,501

その他 575

営業外収益合計 5,076

営業外費用

為替差損 11,624

支払利息 1,815

その他 559

営業外費用合計 13,998

経常損失（△） △29,306

税引前四半期純損失（△） △29,306

法人税、住民税及び事業税 300

法人税等調整額 －

法人税等合計 300

四半期純損失（△） △29,606
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第3四半期累計期間
(自 平成20年 6月 1日
　至 平成21年 2月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △105,456

減価償却費 7,618

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,775

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 4,190

受取利息及び受取配当金 △1,409

不動産賃貸収入 △6,710

支払利息 6,155

為替差損益（△は益） 26,065

売上債権の増減額（△は増加） △33,383

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,523

仕入債務の増減額（△は減少） △2,168

その他 112,288

小計 △20,557

利息及び配当金の受取額 1,409

利息の支払額 △6,490

法人税等の還付額 10,112

法人税等の支払額 △1,501

営業活動によるキャッシュ・フロー △17,028

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △8,331

出資金の分配による収入 10,000

有形固定資産の取得による支出 △308

有形固定資産の売却による収入 9,702

投資不動産の賃貸による収入 17,113

保険積立金の積立による支出 △49,075

投資不動産の取得による支出 △320,567

短期貸付けによる支出 △26,150

短期貸付金の回収による収入 23,000

長期貸付けによる支出 △3,000

長期貸付金の回収による収入 139

役員に対する短期貸付金の貸付による支出 △2,700

役員に対する短期貸付金の回収による収入 2,700

出資金の回収による収入 200,000

その他 △69

投資活動によるキャッシュ・フロー △147,547

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △82,332

財務活動によるキャッシュ・フロー △82,332

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21,548
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（単位：千円）

当第3四半期累計期間
(自 平成20年 6月 1日
　至 平成21年 2月28日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △268,455

現金及び現金同等物の期首残高 399,972

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 131,516
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期会計期間(自　平成20年12月1日　至　平成21年２月28日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期累計期間
 (自　平成20年6月 1日
至　平成21年2月28日

　たな卸資産

　　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年7月5日　企業会計基準

第9号）を第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益

性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

　この変更にともなう損益への影響はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年6月 1日
至　平成21年2月28日)

一般債権の貸倒見積高の算定方法

　　 当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しており

ます。

　

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期累計期間（自　平成20年6月1日　至　平成21年２月28日）

該当事項はありません。

　

　

【追加情報】

当第３四半期累計期間（自　平成20年6月1日　至　平成21年２月28日）

該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

株式会社エムビーエス(E00323)

四半期報告書

22/31



【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年２月28日)

前事業年度末
(平成20年5月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　20,030千円

 

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 　14,557千円
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(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

当第３四半期累計期間
 (自　平成20年 6月 1日 
  至　平成21年 2月28日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金　　 

額は次のとおりであります。

 
　　　給料手当　　   56,031千円
　　　支払手数料　 　26,886千円
　　 貸倒引当金　　　1,775千円

　

第３四半期会計期間

当第３四半期会計期間
 (自　平成20年12月 1日 
  至　平成21年 2月28日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金　　 

額は次のとおりであります。

 

　　　給料手当　　   19,791千円
　　　支払手数料　    7,478千円
　　 貸倒引当金　　　　697千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間
(自　平成20年 6月 1日 
  至　平成21年 2月28日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 164,121千円

担保差入れ定期預金 　△32,605千円

現金及び現金同等物 131,516千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末（平成21年2月28日）及び当第３四半期累計期間(自　平成20年6月1日　至　平成21

年2月28日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 6,195

　

　

２　自己株式に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

行っておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比べ著しい変動が認

められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期会計期間末（平成21年2月28日）

　

対象物の種類が通貨関連のデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、

当該取引の契約額その他の金額に前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

区分 取引の種類 想定元本相当額 契約額等
時価
（千円）

評価損益
（千円）

市場取引以外の
取引

通貨スワップ取引
　英ポンド（受取）
　日本円　（支払）

　
　8,000千ポンド
1,834,800千円

　
900千ポンド
188,235千円

△64,464 △48,072

市場取引以外の
取引

為替予約取引
　英ポンド（受取）
　日本円　（支払）

―
　

780千ポンド
166,764千円

△59,757 △39,438

（注）通貨スワップ及び為替予約の時価は金融機関から指示された価格に基づき算定しております。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社は関連会社が存在しないため記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年2月28日)

前事業年度末
(平成20年5月31日)

　 　

　 36,737.25円
　

　 　

　 53,900.38円
　

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期累計期間

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年 6月 1日 
  至　平成21年 2月28日)

１株当たり四半期純損失（△） △17,163.13 円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損　

　失であるため記載しておりません。

　　２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

　

項目
当第３四半期累計期間
(自　平成20年 6月 1日 
  至　平成21年 2月28日)

四半期純損失（△）(千円) △106,325

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △106,325

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,195

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前事業年度末から重要な変動がある
場合の概要

―
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第３四半期会計期間

　
当第３四半期会計期間
(自　平成20年12月 1日 
 至　平成21年 2月28日)

１株当たり四半期純損失（△） △4,779.16 円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損　

　失であるため記載しておりません。

　　２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

　

項目
当第３四半期会計期間
　(自　平成20年12月 1日 
   至　平成21年 2月28日)

四半期純損失（△）(千円) △29,606

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △29,606

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,195

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前事業年度末から重要な変動がある
場合の概要

―

　

(重要な後発事象)

当第３四半期会計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年４月14日

株式会社エムビーエス

取締役会　御中

　

三優監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　杉　　田　　　　　純　　印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　　川　　秀　　嗣　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社エムビーエスの平成20年６月１日から平成21年５月31日までの第12期事業年度の第３四半期会計期間

(平成20年12月１日から平成21年２月28日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年６月１日から平成21年２

月28日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エムビーエスの平成21年２月28日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

追記情報

　四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社はたな卸資産の評価基準

を変更している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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